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平成２３年１２月吉日                       

関係者様                   

                           発達障害の子どもと家族を支援する会 

                    ＮＰＯ法人ほがらか 代表 池田信子 

 

講演会（定例学習会）のお知らせ 

 

日頃から、会の活動にご理解ご協力を頂きありがとうございます。「ほがらか」１月の学習会案内を送付させ

ていただきます。 

今回は「東日本大震災での体験を活かす」という内容で、実際に現地に行かれた方のお話しをお聞きしながら、

子どもを持つ家族にとって非常時の対応や危機管理等を学びたいと思います。子どもたちにとって、この震災は

どのような影響があったのか、とりわけ特別な支援を必要とする子どもたちにとっては、どのようなリスクがあ

るのか等について深めていける機会になることと思います。現地の映像などもございます。貴重な機会でござい

ますので、関係する方々にお知らせいただき、多数のご参加をお待ち申し上げます。 

 

記 

 

日  時：平成２４年１月１５（日） １３：３０～１５：３０ 

場  所：豊橋総合福祉センター あいトピア ３階 多目的ホール 

       〒440-0055 豊橋市前畑町115    ℡ 0532-57-2601 

演題:東日本大震災、支援活動の報告 

講師：医療法人羔羊会 弥生病院 理事長 渡辺嘉郎 氏 

豊橋市こども発達センター コーディネーター 本塚真弓 氏 
 

受講対象者：ほがらか会員、一般 (保護者、教員、保育士、施設職員など) 
後   援：豊橋市教育委員会、豊川市教育委員会、蒲郡市教育委員会 

新城市教育委員会、田原市教育委員会、豊橋市社会福祉協議会 
   参加定員：２００名（申し込み順） 

参 加 費：1000円(ほがらか会員は無料) 
   申込期日：12月25日～1月10日 ０時まで（申込〆切り） 
         ＊託児(会員限定)は7日〆切(事務局にサポートブック必着のこと) 

申し込み、問い合わせ：「ほがらか」事務局 (池田)  
441-8151 豊橋市曙町松並２１0－1 FAX 0532・47・7981 
http://hogaraka.org「ほがらか」専用申込フォーム(一般も利用可) 

当日お問い合わせ先：080－4171－5270 「ほがらか」学習会 
      ※携帯へのお問い合わせは定例会当日のみです。それ以外はご遠慮ください。 
 

切り取り 

FAX ０２０－４６６６－８４９９  もしくは、０５３２－４７－７９８１ 

参加者氏名 連絡先(電話番号) 所属(○をつけてください) 

 

 

 保護者・その他(         ) 

 

 

 

 

 

保護者・その他(         ) 
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ほがらかニュース 1 月号 
「ほがらか定例学習会」 

 

日 時 ：２０１2 年１月１5 日（日曜日） １３：３０～１５：30 

     会 場 ：豊橋総合福祉センター あいトピア３階 多目的ホール 

           〒440-0055 豊橋市前畑町115    ℡ 0532-57-2601 

 

予定時間          講  演  内  容 定員 

【開場・受付】 

13：00 から 

 

 

 

 

 

 

【講座開演】 

１３：３０ 

   

［予定］ 

・途中休憩５分 

 ・質疑応答 

 （２講演終了後） 

 

 

【講座終了】 

１５ : ３０ 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：東日本大震災、支援活動の報告 
 

講 師：医療法人羔羊会 弥生病院 理事長 渡辺嘉郎 氏 

豊橋市こども発達センター コーディネーター 本塚真弓 氏 

                                    

講師からのメッセージ： 

☆医療法人羔羊会 弥生病院 理事長、栄おやじの会事務局長 渡辺嘉郎 氏 

「被災地へ行く機会があり、避難所生活の厳しさや避難所支援の難しさ、半年経っ

ても復興どころではない現状と仮設住宅の方々の苦悩などを見て継続した支援の必

要性を知りました。また、福島県の子どもたちの事を考える豊橋のおやじたちの心

意気も感じました。これらの写真を供覧しながら思う事をお話しします。」 

 

 

☆豊橋市こども発達センター コーディネーター 保健師 本塚真弓 氏 

 

「下記のキーワードに沿った話をしたいと思います。」 

・「震災」 …災害は平等ではない、被災も平等ではないのではと考えます。 

・「子ども」…災害弱者、と言われており、大人が保護するべき存在。一方で 

子どもの存在により大人が救われていることも多々あります。 

  ・「障害」 …震災により、障がい者の中での不平等さが生じます。 

  ・「普段からの心がけ」…行動と心構えをつくっておくことは大切 

  ・「家族の絆」…個人の立て直し、復興にむけて絆は大きく関与するでしょう。 

また、絆が試される場、出来事が震災なのでは…。 

 

２００ 

名 

 

＊ 受講申し込み受付済のお知らせは致しておりません。受講できない場合のみご連絡いたします。 

＊ 講座において、録音・録画はご遠慮ください。 

＊ お子様の同伴はご遠慮ください。(家族会員の方は託児をご利用ください) 

＊ 駐車場が限られています。公共交通機関でお越しください。 

＊ 会場は場所をお借りしているだけです。会場への問い合わせはご遠慮ください。 

＊ 自然災害などの場合の開催について2 時間前の情報(警報)を目処に実施を決め、掲示板に掲載。 


